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研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

 

「創造産業」という概念は、英国のブレア政権が国のイメージを一新し低迷した景気を回復させるために、本

格的に推進した文化政策であり、「個人の創造性・スキル・才能をベースとし、知的財産権の活用を通じて、富

と雇用を創出しうる産業」と定義されている。創造性に関する研究は主にRichard FloridaおよびCharles Landry

などの著作によって展開されてきた。特に、Floridaの研究は独自の視点から定量的な指標（3Tなど）を用いて、

北米の都市の創造性およびクリエイティブ・クラスの受容について研究してきた。しかし、いずれの研究も都市

全体の綜合力を計測したものの、都市内部の詳細な構造についての研究は不足している。本研究は、都市の内部

また都市を拠点とする周辺地域の創造力による観光地化に注目し、観光地理学の視点から、詳細なスケールでの

考察を試みたい。特に、近年、都市再生の万能薬とも言われている都市観光との関係を考察することによって、

都市に居住する住民またはクリエイティブ・クラスだけでなく、外部の来訪者と都市創造力との相互関係も視野

に入れ、より客観的に都市の創造力を計る。 

本研究は、創造産業の発祥地と言われる英国においてLondon などの都市を対象として、創造力と都市観光の

関係を明らかにしたうえで、創造力による都市観光の進展メカニズムを解明しようと試みる。 

まず、滞在先のオックスフォード大学では収蔵図書と資料が豊かな図書館を利用し、英国の創造産業と都市の

創造力について資料と文献収集を行った。特に、研究対象都市の London と Glasgow、Manchester、Edinburgh

の4都市については都市観光と創造産業の文献を検索して熟読した。世界経済のグローパル化に伴い、知識情報

経済化が本格化したことにより、知的サービスを提供する創造性に溢れた労働力が主要な経済資源になってい

る。こうした背景の下で、創造産業およびクリエイティブ・クラスなどの都市の創造力が都市の発展に重要な役

割を果たしている。そして観光産業もまた、都市の創造力から多大な影響を受けて著しく進展している。したが

って、創造力と都市観光の関係を明らかにし、創造力による都市観光の進展メカニズムを解明することが非常に 
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重要である。次いで、受入先のCOMPASで行われたセミナーにも積極的に出席し、オックスフォード大学の教員

と他国からの研究者と意見・情報を交換して良い示唆を受けた。 

そして、本研究の重要な一環として、滞在先のオックスフォードに近いLondonには頻繁に出かけて現地調査

を実施した。2014 年 3 月 14-28 日に Glasgow、Manchester を訪問し、現地調査を行った。Glasgow ではクライ

ド川沿いにあった埠頭や倉庫を利用してコンベンション施設とスポーツ施設を開発し、イベントまたは会議の

開催を通して観光客を都市へ誘致し、都市観光と都市の活性化に貢献する。加えて、ウォーターフロントでは

博物館を開発して市民に無料で提供し、市民の余暇に役立つことを通して、都市のアメニティーを向上させる。 

Manchester は産業革命の発祥地でもあり、産業と科学という理念を活かし、荒廃した工場と市場を利用して

開設した科学・産業博物館が都市観光の重要なスポットとなっている。そして、広大な倉庫でカジノを開業す

るなど大胆的な開発も行われた。 

創造産業には政府サポートと民間自主運営など様々な形態があり、形態によっては観光との関わりも異なる

ことも確認できた。 
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